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第 3 章では，最近建てられた超高層建築物 3棟と中高層建築物10棟の現場溶接部の欠陥発生状況を
超音波探傷試験によって調査し，溶接欠陥の発生頻度分布を求めるとともに，施工工程中における欠
陥の発生状況を明らかにしている。





















(2) 補修限界欠陥指示長さ (Acr) を許容限界欠陥実長さ (acr) より小さく設定すれば，溶接部の信頼
性は向上するが， Acr を acr-2σA 以下 (σA は欠陥長さ測定精度の標準偏差)に設定しでも，補修
溶接継手数が増すだけで溶接部の信頼性はほとんど向上しないことを明らかにし，このことから溶
接部に一定の信頼性を確保しかっ検査の総費用を最小にする補修限界長さの決定手法を示している。
(3) 建築鉄骨現場溶接部における欠陥発生特性と溶接施工工程の特徴を考慮し，溶接部の信頼性をあ
る一定水準に確保するためのステップ検査体制を新たに提案し，その有効性を確認している。
以上のように本論文は建築鉄骨現場溶接部の非破壊試験による品質確保について有用な知見を与え
たものであり，溶接工学及び建築工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
{直あるものと 221める。
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